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令 和 ３ 年 ２ 月 ２ ５ 日 

ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業 

調査特別委員会請求資料 

都 市 建 設 部 都 市 整 備 課 

ＪＲ芦屋駅南地区 （最終形） 

映像 内容 

＊ＪＲ芦屋駅南口でリポーター 

＊駅南商業ビル屋上から撮影した南地区 

＊駅前線歩道が整備されていない状況， 

 駅前広場西線の路上駐車等を中心に撮影 

ナンバーにボカシ 

＊モンテメール屋上から撮影した南地区全景 

＊完成予想パース 

＊昔の芦屋駅の写真 

撮影箇所とかテロップ 

＊開業当時のモンテメール 

ラポルテの写真 

年代とかテロップ 

＊駅南商業ビル屋上から撮影した南地区 

＊模型の横で都市整備課の谷﨑美穂さん 

 に話を聞くリポーター（会議室） 

【リポーター】 

「１日におよそ６万人の乗降客が利用するＪＲ芦屋駅。 

芦屋市の南の玄関口にふさわしいまちづくりを目指し， 

今，ＪＲ芦屋駅南地区の再開発が進められています。」 

【ナレーション】 

駅の南は交通安全や市の南側区域とのアクセスなど，さまざ

まな交通課題を抱えています。 

このように，ＪＲ芦屋駅と国道２号を結ぶ道路は歩道が整備さ

れておらず，また，駅前の道路は送迎用の駐車車両で溢れて

います。 

芦屋市ではＪＲ芦屋駅南側の「交通環境の再整備・強化」，

「落ち着きやゆとりある駅前拠点の形成」，「地域アイデンティ

ティの創出」の３つの方針を達成するために，まちづくり事業

の取り組みが始まっています。 

ＪＲ芦屋駅南地区の 

まちづくり 

【ナレーション】  

ＪＲ芦屋駅は大正２年に国鉄芦屋駅として誕生。 

昭和５０年代から，駅の北側では大規模な駅前再開発が始ま

り，昭和５５年には駅ビルとしてモンテメールが建設され， 

その後，再開発ビル「ラポルテ」とはペデストリアンデッキで 

つながれました。 

【ナレーション】 

そして，いま再開発が進められているＪＲ芦屋駅南地区。 

都市整備課の谷﨑さんにお話を伺い， 
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＊新しい芦屋の顔づくり構想の冊子 

＊阪神・淡路大震災の被災写真 

＊震災復興計画の冊子 

＊まち協 計画検討会等の写真 

＊まちづくり基本計画（抜粋） 

＊当初事業計画の完成予想パース 

＊谷﨑さんとリポーター（会議室） 

＊市街地再開発事業（図） 

（国土交通省ＨＰより引用） 

「ＪＲ芦屋駅南地区のまちづくり」について考えてみたいと思い

ます。 

【リポーター】 

「歴史を振り返りますと駅の北側だけ整備されて，南側は整備

されていなかったようですが。」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「駅周辺では昭和５０年に、駅の北側と南側を合わせた再開

発の基本構想が策定されました。 

その後，駅の北側の整備が先に進んでまいりました。」 

【ナレーション】 

一方，駅の南側での再開発の検討が本格的に始まったのは 

平成５年。 

阪神・淡路大震災の復興計画としても検討されましたが， 

平成１３年に市の財政上の都合により，事業が延期されてし

まいました。 

その後，平成２３年にまちづくりの検討が再開され，地元と協

働してまちづくりの検討を進め，平成２９年に “市街地再開発

事業”など都市計画を決定。 

翌年の平成３０年の事業計画，再開発事業が始まりました。 

【リポーター】 

「どうして“市街地再開発事業”で駅前を整備することになった

のでしょうか？」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「『市街地再開発事業』というのは、空間を立体的に利用して、

それによって道路などの公共の用地を生み出すものです。 

駅前の利便性の高い土地をたくさんの方にご利用いただいた

り、たくさんの方がお住まいできるようになります。 

そして、地区の土地や建物を持たれる方は、借家人の方も含

めて再開発ビルに入居することで、お商売や暮らしを継続す

ることが可能となります。 

【リポーター】 

「再開発をすると芦屋駅南地区はどのように変わりますか？」

【都市整備課・谷﨑さん】 

「では、模型で紹介したいと思います。 
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＊完成予想模型を使って説明 

＊完成予想パース 

＊ペデストリアンデッキ（ＶＲの映像） 

＊谷﨑さんとリポーター（会議室） 

＊工事の様子（エスカレーター） 

＊ＪＲ芦屋駅南口（工事風景） 

＊谷﨑さんとリポーター（会議室） 

ＪＲの南側に、バスやタクシーの乗り降りができるロータリーを

整備します。 

そして、一般の方が乗り降りができる、送り迎えができるロー

タリーを整備いたします。 

それに加えて、駅から国道まで出る道路を広くして、その両側

に歩道を設けてバリアフリー導線を確保します。 

このロータリーの下側には、自転車駐車場が点在しているの

を集約して整備することを考えています。」 

【リポーター】 

「こちらの再開発ビルはどのような建物なんですか？」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「再開発ビルは１１階建ての建物になります。 

４階から１１階は住宅棟となりまして、２つに分かれた圧迫感

のない造りになっています。」 

【ナレーション】 

１階と２階は商業施設で，大きさとしては駅前の店舗がお商売

を継続できるスペースを確保しています。 

３階は市民の皆様が自由に利用できる公共・公益的な空間を

作ります。 

一人でも多くの市民の方に使っていただけるような施設を 

目指しています。 

そして，新しくなったＪＲ芦屋駅と再開発ビル，駅前広場は， 

ペデストリアンデッキでつなぎます。 

【リポーター】 

「駅も改良されるんですか？」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「駅もリニューアルされます。 

今、駅の北口で行っている工事は、エスカレーターを整備する

工事です。 

南口で行っている工事は、駅が少し広くなりますので、その基

礎工事を行っています。 

【リポーター】 

「ところで，新聞などでは，再開発事業は取りやめになったと

いうような報道がありましたが。」 
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＊事業費縮減の金額は画面にテロップで表示 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「昨年の３月と１２月に芦屋市議会で再開発関連予算が否決

されるという事態がありました。 

しかし、再開発事業は兵庫県の認可を受けて、すでに始まっ

ているものなので、取りやめになっている訳ではないです。」 

【リポーター】 

「どうして，市議会で再開発関係の予算が否決されたんでしょ

うか。」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「昨年３月の議会では，増加する再開発関連の事業費が、 

市全体の財政を圧迫するという理由で否決をされました。 

市は議会の指摘を重く受け止めて、事業費を縮減する検討を

始めました。 

検討の結果，総額で２０１億と想定していた事業費の内、３４

億を縮減することができ、総事業費は１６７億円になりました。

国からの補助金などを活用して、市の負担額は９９億円となり

ます。 

しかし，総事業費の縮減を行った後の１２月の議会において 

予算が否決され事業手法の見直しなどが求められていま

す。」 

【リポーター】 

「これからＪＲ芦屋駅南地区はどうなってしまうんでしょうか。」 

【都市整備課・谷﨑さん】 

「駅前を整備する理由として、交通課題の解決が大きな目的

の一つとなります。 

市は、これまでたくさんの方々と話し合いを重ね、ＪＲ芦屋駅

の南地区を整備するには『市街地再開発事業』が最もふさわ

しい、そう考えてきました。 

ですので、これから市民の皆さんや市議会の皆さんに、 

これまで以上にしっかりと説明をして理解を求めていきたいで

す。」 
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芦屋駅長（写真） 

Ｑ：ＪＲ芦屋駅南地区の再開発事業への期待に

ついて 

芦屋市自治会連合会分科会リーダー（写真） 

Ｑ：ＪＲ芦屋駅南地区再開発について 

芦屋市身体障害者福祉協会会長（写真） 

Ｑ：ＪＲ芦屋駅南地区のバリアフリー環境につい

て 

芦屋警察署長（写真） 

Ｑ：ＪＲ芦屋駅周辺の交通課題について 

県立芦屋高校（映像） 

Ｑ：ＪＲ芦屋駅南地区のまちづくりについて 

【リポーター】 

「芦屋市民や関係団体からは、さまざまな意見が出ていま

す。」 

【ナレーション】 

ＪＲ芦屋駅の駅長さんは 

「交通の拠点として，末永く芦屋のまちを往来されるお客様の

生活を支える場所でありたいと思っています」 

芦屋市自治会連合会分科会リーダーは 

「平成 26 年からまちづくり協議会などで 40 数回の議論を重

ねてきたが，市民の意見を十分聞いて進められていない印

象。 

この少子化の時代に 11階建てのマンションが必要でしょう

か。計画のバスロータリーの渋滞を懸念している。 

市民の大多数が納得できるまちづくりにしてほしい。 

市民目線で適正な予算で最大の効果が得られる駅前整備を

望む」 

芦屋市身体障害者福祉協会の会長さんは、 

「駅前が整備され便利になれば、障害をお持ちの方も『外に出

よう』という気持ちになるのでは」 

芦屋警察署の署長さんは 

「JR 芦屋駅周辺では違法駐車が後を絶たない現状にありま

す。送迎のためのスペースが確保できれば交通課題の解決

につながると思います」 

【ナレーション】 

「まちづくり」への関心が高い県立芦屋高校のみなさんは、 

【男子生徒】 

「未来の芦屋市を考えるとしたら、やはり自分たちとか若い世

代が中心となってくると思うので、若い世代にも芦屋市がこん

ないい感じに生まれ変わるんだよっていうのを伝えれば、すこ

しまた変わった考え方とかが生まれるのではないでしょうか」 

【女子生徒１】 

「高齢者が多いと歩くことが困難な人とかもいると思うので，タ
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＊ペデストリアンデッキ（ＶＲの映像） 

クシーとかバスという交通機関が増えるのは本当にすごく良

いことと思っています」 

【女子生徒２】 

「この再開発でＪＲ芦屋と言ったら南側と言ってもらえるような

街になって欲しいなと思います」 

【ナレーション】 

ＪＲ芦屋駅南地区のまちづくりの歴史と、今、どのようなことが

話し合われているのかを伺うことができました。 

しっかりと議論がされて、より良いまちづくりが進められること

が望まれます。 


